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１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 3,851 △10.9 △368 － △379 － △517 － 

29年３月期第１四半期 4,321 △11.1 △195 － △219 － 106 － 

（参考）包括利益 30年３月期第１四半期 △540 百万円 （－％） 29年３月期第１四半期 67 百万円 （－％） 

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 △18.31 － 

29年３月期第１四半期 3.76 2.64 

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 27,190 7,642 28.1 

29年３月期 27,493 8,183 29.8 

（参考）自己資本 30年３月第１四半期 7,642 百万円 29年３月期 8,183 百万円 

２．配当の状況 

年間配当金 

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

30年３月期 － 

30年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00 

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

２．上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利の異なる種類株式

（非上場）の配当の状況については、後掲「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 21,500  0.3 △850  － △900  － 250  △83.5 88.51 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

※平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益については、株式の併合を考慮しております。詳細

につきましては、後掲「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③ 会計上の見積りの変更  ：無 

④ 修正再表示  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２.四半期連結財務諸表及び主な注記(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更)」をご覧ください。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 28,300,000 株 29年３月期 28,300,000 株 

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 54,386 株 29年３月期 53,986 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 28,245,889 株 29年３月期１Ｑ 28,248,538 株 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

・株式併合後の連結業績予想について 

当社は、平成29年６月23日開催の第67期定時株主総会及び普通株主様による種類株主総会において、平成29年10

月１日を効力発生日として、株式併合（普通株式1,000株を100株に併合）することを決議いたしました。これに伴

い、平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益については、上記株式併合が期首に行われたと

仮定した場合の１株当たり当期純利益を記載しております。 



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。 

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

第１種優先株式

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年３月期 －

30年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

第２種優先株式

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年３月期 －

30年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（参考）１．第１種優先株式配当金の額は、以下の算式に従い算出される金額であります。

ただし、計算の結果、第１種優先株式配当金の額が20円を超える場合は20円となります。

第１種優先株式配当金＝1,000円×（日本円ＴＩＢＯＲ＋1.0％）

※ 日本円ＴＩＢＯＲ・・・・毎年４月１日現在における日本円のトーキョー・インター・バンク・オフ

ァード・レート（６ヶ月物）として全国銀行協会によって公表される数値

２．第２種優先株式配当金の額は、以下の算式に従い算出される金額であります。

ただし、計算の結果、第２種優先株式配当金の額が20円を超える場合は20円となります。

第２種優先株式配当金＝1,000円×（日本円ＴＩＢＯＲ＋1.25％）

※ 日本円ＴＩＢＯＲ・・・・毎年10月１日現在における日本円のトーキョー・インター・バンク・オフ

ァード・レート（６ヶ月物）として全国銀行協会によって公表される数値



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 7

３．補足情報 ………………………………………………………………………………………………………………… 8

（１）受注高及び受注残高 ……………………………………………………………………………………………… 8

（２）売上高 ……………………………………………………………………………………………………………… 8

 

- 1 -

日本アビオニクス株式会社（6946）平成30年3月期第1四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢や企業収益の改善を背景に、個人消費や設備投資

に持ち直しの動きがみられる一方で、米国の金融政策動向や、中国をはじめとするアジア新興国経済の動向に対

する懸念などもあり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような事業環境において、当第１四半期連結累計期間における売上高は、情報システムの減少及びプリン

ト配線板事業の移管に伴い沖電気工業株式会社グループ（以下、「ＯＫＩ」といいます）へ受注切り替えが進ん

だことから、前年同期比４億69百万円減少の38億51百万円(前年同期比10.9％減)となりました。

損益に関しましては、原価改善、諸経費削減等に努めたものの、売上高が減少したことから、営業損失は前年

同期比１億73百万円悪化の３億68百万円、経常損失は前年同期比１億59百万円悪化の３億79百万円となりまし

た。また、親会社株主に帰属する四半期純損失につきましては、繰延税金資産の取崩しに伴う法人税等調整額の

増加により、前年同期比６億23百万円悪化の５億17百万円となりました。

 

セグメント別の状況

情報システム

情報システムは、売上高は防衛省の国内調達が減少している影響により前年同期比３億29百万円減少の17億

52百万円(15.8%減)となりました。

損益に関しましては、諸経費の削減に努めたものの売上高の減少及び原価率の悪化により前年同期比２億20

百万円悪化の４億45百万円のセグメント損失となりました。

電子機器 

電子機器は、赤外線機器が海外売上の減少により減収となったものの、接合機器がアジア地域を中心にスマ

ートフォン等情報機器に使用される電子部品の小型化に対応する生産設備の需要を取り込み、海外向け製品が

好調に推移し増収となったことから、売上高は前年同期比１億93百万円増加の17億18百万円(12.7%増)となりま

した。 

損益に関しましては、売上の増加による利益の増加及び諸経費の削減に努めた結果、前年同期比91百万円増

加の１億88百万円のセグメント利益となりました。 

プリント配線板 

プリント配線板は、事業の移管に伴い、ＯＫＩへの受注切り替えが進んだことから、売上高は大幅に減少

し、前年同期比３億34百万円減少の３億80百万円 (46.8%減)となりました。

損益に関しましては、売上高が大幅に減少したことから前年同期比44百万円悪化の１億11百万円のセグメン

ト損失となりました。

 
 
（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億２百万円減少し、271億90百万円と

なりました。これは主にたな卸資産が６億76百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が５億39百万円減少

したためであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億38百万円増加し、195億47百万円となりました。これは主に未払法

人税等が５億97百万円、長期借入金が４億37百万円減少したものの、運転資金の増加に伴い短期借入金が20億

円増加したためであります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億41百万円減少し、76億42百万円となりました。これは主に親会

社株主に帰属する四半期純損失５億17百万円を計上したためであります。

 
 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年４月27日に公表いたしました業績予想に修正はあ

りません。

なお、平成28年７月７日に「連結子会社における物件収去等に伴う補償金の収受及び、プリント配線板事業

の移管並びに、通期業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしましたとおり、連結子会社における物

件収去等に伴う補償金の収受として、平成30年３月期の第２四半期連結累計期間において14億77百万円を特別

利益として計上する予定（平成30年３月期の連結業績予想に織り込み済）であります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,658 1,592 

受取手形及び売掛金 11,538 10,999 

たな卸資産 4,271 4,948 

その他 1,065 796 

流動資産合計 18,534 18,336 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,263 1,232 

土地 4,004 4,004 

その他（純額） 561 453 

有形固定資産合計 5,830 5,690 

無形固定資産 248 256 

投資その他の資産    

退職給付に係る資産 2,110 2,133 

その他 799 802 

貸倒引当金 △29 △29 

投資その他の資産合計 2,879 2,906 

固定資産合計 8,958 8,853 

資産合計 27,493 27,190 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,933 3,666 

短期借入金 3,608 5,608 

未払法人税等 615 18 

賞与引当金 810 417 

工事損失引当金 1 9 

製品保証引当金 34 38 

事業移管損失引当金 1,151 1,078 

その他 1,400 1,364 

流動負債合計 11,555 12,200 

固定負債    

長期借入金 925 487 

再評価に係る繰延税金負債 994 994 

退職給付に係る負債 5,295 5,326 

事業移管損失引当金 514 514 

その他 24 24 

固定負債合計 7,754 7,347 

負債合計 19,309 19,547 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,895 5,895 

資本剰余金 750 750 

利益剰余金 △1,030 △1,547 

自己株式 △13 △13 

株主資本合計 5,601 5,084 

その他の包括利益累計額    

土地再評価差額金 2,253 2,253 

退職給付に係る調整累計額 328 304 

その他の包括利益累計額合計 2,582 2,558 

純資産合計 8,183 7,642 

負債純資産合計 27,493 27,190 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,321 3,851 

売上原価 3,415 3,038 

売上総利益 905 813 

販売費及び一般管理費 1,100 1,181 

営業損失（△） △195 △368 

営業外収益    

技術指導料 2 1 

受取手数料 1 1 

その他 0 2 

営業外収益合計 5 6 

営業外費用    

支払利息 22 12 

その他 7 3 

営業外費用合計 29 16 

経常損失（△） △219 △379 

特別損失    

固定資産除却損 0 1 

特別損失合計 0 1 

税金等調整前四半期純損失（△） △219 △380 

法人税等 △326 136 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 106 △517 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
106 △517 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 106 △517 

その他の包括利益    

退職給付に係る調整額 △38 △23 

その他の包括利益合計 △38 △23 

四半期包括利益 67 △540 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 67 △540 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

 たな卸資産のうち、製品、原材料及び貯蔵品に係る評価方法は、従来、主として総平均法による原価法（収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用しておりましたが、前連結会計年度末における製品、原材料及び貯蔵品

の帳簿価額を当連結会計年度の期首残高として、当第１四半期連結会計期間より、主として先入先出法による原価

法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

 この評価方法の変更は、当第１四半期連結会計期間より新基幹システムの導入を契機に行ったものであります。 

 なお、遡及して評価を行うことは、システム上の制約から実務上困難であり、また変更による影響額は軽微であ

ります。 

 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

      （単位：百万円） 

  情報システム 電子機器 
プリント 
配線板 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 2,081 1,524 714 4,321 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 2,081 1,524 714 4,321 

セグメント利益 

（営業利益） 
△224 96 △67 △195 

（注）セグメント利益合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

      （単位：百万円） 

  情報システム 電子機器 
プリント 
配線板 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 1,752 1,718 380 3,851

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － 

計 1,752 1,718 380 3,851

セグメント利益 

（営業利益） 
△445 188 △111 △368

（注）セグメント利益合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
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３．補足情報

（１）受注高及び受注残高

（単位：百万円）
 

 

前年同四半期
平成29年３月期
第１四半期累計

当四半期
平成30年３月期
第１四半期累計

（参考）
平成29年３月期

 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

情報システム 1,852 6,068 2,058 6,742 12,289 6,437

電子機器 2,101 1,316 2,229 2,391 7,771 1,880

プリント配線板 770 692 573 932 2,764 739

合計 4,725 8,077 4,860 10,066 22,825 9,056

 

（２）売上高

（単位：百万円）
 

 

前年同四半期 
平成29年３月期 
第１四半期累計 

当四半期 
平成30年３月期 
第１四半期累計 

（参考） 
平成29年３月期 

 

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 

情報システム 2,081 48.2％ 1,752 45.5％ 12,149 56.7％ 

電子機器 1,524 35.3％ 1,718 44.6％ 6,630 30.9％ 

プリント配線板 714 16.5％ 380 9.9％ 2,662 12.4％ 

合計 4,321 100％ 3,851 100％ 21,442 100％ 

 （注） 海外売上高は以下のとおりであり、内数であります。 

（単位：百万円）
 

 

前年同四半期
平成29年３月期
第１四半期累計

当四半期
平成30年３月期
第１四半期累計

（参考）
平成29年３月期

 

海外売上高 海外売上高 海外売上高

情報システム 2 1 9

電子機器 736 1,086 3,328

プリント配線板 125 4 312

合計 863 1,092 3,650

海外売上高の連結売上高

に占める割合
20.0％ 28.4％ 17.0％
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